
mm，軌間 762 mm のものでは 1 ，520 mm より高くなってはなら

ないこと(ザ~ 10 条)。

(到 来降場および貨物獄在11場の擁壁面のもっとも突出した点

と軌道中心との距離は，軌間 1.067 m および 1.435 m のもので

は 1.372 m まで， 軌!日j762 mm のものでは1.118 m まで縮小する

ことができること(第 11 条)。

(6) 並行している 2 つの軌道中心聞の距隊は， 軌!日1 1.067m 

および1.435 m のものでは 3.350 m 以上，軌間 762mm のもので

は 2.740 m 以上とすること(第 1 2 条)。

2 沿革

この建築定規は大正 8 年地方鉄道建設規程制定の開票，軌間

1.067 m および 1.435 m のものについては， 大部分明治 33 年逓

信省令第 33 号の鉄道建設規程の付属図面の寸法 (ft ， in ) をその

まま決算したもので， 上部門弧部分および軌条部分が少々変更

されたものである。また軌間 762 mm のものについては主とし

て ， 本 軽便鉄道法(明治 4 3 年法律筋 57 号)によって建設された

鉄道を対象としたものである。現在の建築定規には架空1[1111般

によって也事巡転をする区間の定規については規定されていな

い。ー」建築限界。(末村三郎)

けんちくぶんくち ょう 建築分区長 建築区 ・ 保線区におか

れる戦で， 区長の指俸をうけて， 担当区威内における建物の保

守および施工の作業計画をたて，建築工手長 ・ 建築工手を指導

して，これらの作業の遂行にあたるものである。

このような紋務を遂行するために， 建築分区長は常に担当区

以内の建物を巡視し，所属員を督励して保守の万全を JtJJすると

ともに，工事施行にあたっては， あらかじめ工事の工程 ・ 方法

等必要な事項を指示して，工事の円滑な遂行をJtlJ さねばならな

い。(加K#紋次郎)

げんていきゅうゆ 限定給油 段l刻平の機械部分に対する給

ìnlは，その機関車の使用状懲に応じて行われ，普通所定の標準

運転キロまたは所定の日数に達するごとに行われている。この

ように給油図面ilキロまたは回数を定めて行う給油を限定給ìJÍ!と

いう。

給i計泊Jl山li回帰キロはH般量!関刻I車|巨1の形王式止およひ

(麻悶武公)

げんていくぶん 限定区分 高圧配電線路における事故は停

f[iを伴なうために早急に復旧せねばならないが， IJj:放の箇所を

知るために高圧配電線路を区分し，順次に区分を追ってIJj:放の

fòí所を調べ， 健全な区分間に対して送電する方法を限定区分と

いっており ， それには高圧配電線路i:þの械l入開 f!fl総を人為的に，

あるいは途方操作による方法がとられている。(江口鉱三郎)

げんばっ 現発 巡転用語で列車を停車場から突際に出発させ

たことをしづ。運転取扱上列車を正確に取扱うために列車を出

発させたならば，その時刻jを相手停車湯に速かに通知すること

になっている。この通告を一般に現発通知といっている。これ

は相手停車場における入換作業の中止，信号般の取扱または列

車!監視等の準備l時期を確実にする必要からである。(三和迷忠)

げんり ゅう き 滅流器 (電気車の) 主電動僚の常時開閉また

1'1過負荷 ， î.1'i絡などのif!1J'ìI1流事故に際して ， 遮断(しゃだん)に

先立って回路に滅流主主抗を挿入して電流をある程度減らしたの

ち ， 断流探またはi虚断器によ って回路の遮断を行う 。これを滅

流i盗断という。この滅流鉱抗に並列につながれたスイッチを滅

流総という。

常時間|羽の場合は滅流遮断によって車両の衝動を緩和すると

ともに，このときに生じる開閉サー ジm圧の緩和をはかつてい

る。過電流開閉の場合，と くに変電所容量の大きい線区では，

げんりゅうそ

事故電器花の急J.\Y，に対処してm気事の遮断容1.1:の~ì'1践をはかるこ

とが特に置裂であるので， 話主流遮断を1-1'うことが特に有効であ

る。これによって 1I日開サージ電圧の急昇を制限することができ

る。

常時ßfH!fIの滅昔lE総に11断流穏などと同じ附造のスイッチを用

いるが， 過T包f筑間l沼周の滅流球にはl析昔任務と同じm造のスイッ

チを用いる場合と ， 高速度遮断探と同じ総迭を用いて'1UViEの立

上りの途中において，充分111流が地大しないうちにi威ÌÌÎì抵抗を

挿入する方法がとられる 1必合とがある。後者の場合を高速度滅

流遮断という。(沢野間ー)

げんり ゅう けいてんき 限流継電器 (英) current limiting 

relay 主電動畿の自動制御に際して，抵抗加減スイ ッチ，組

合せスイッチ，界滋スイッチ等の切換il!IJ作を自動的にlLïJ御して

制御段の進行を支配するもの。この継電昔誌は簡単な併造のもの

では，主コイルおよび布Iì幼接点を有している。主コイルには主

電動般常務tが流れ， 111両の速度の地加すなわち主電動般電流の

滅少にしたがって，主コイ ノレ電波が一定値(限流他)に低下した

ならば， 1i!ì収j接点を I!lj じ前記スイッチの作)11によりっきrの制御

段に進める。つぎの制御段に進むと再び主電動儀電流の別加に

より者lìI功接点を IJ自きその制御段に止まる。このような一連の動

作が行われて次第に制御段をil!iめる。

動作の確実性を要求するものには主コイルおよび補助接点の

ほかに引上コイルを設ける。引上コイノレは各制御段の途中にお

いて主コイルの!fdJ作を助けて接点を引放す方向に作用する。

加速コイルをとくに励磁した場合は主コイノレと反対の起磁力

を与え限流値を高めて平の加速度を士制H させる。

保ちコイルおよびノッチ進めコイルは非自動HnJ御を必嬰とす

るものに設ける。勾自己号事で'iU動機'iIt流の滅少がお・そく，つぎの

制御段に進みにくい場合，五l!転室のノッチ進めスイッチを操作

して， 限流継mgii:のノッチ進めコイノレを励磁して補助接点を閉

じる作用を行わせてつぎの制御段に進む。ノッチ進めスイッチ

の操作を続けると急速に最後の制御段にil主み，主111励僚をJ艮傷

すること を防止するために保ちコ イルを設ける。これは引上コ

イノレと直列につながれているため制御段の途中で励磁されて，

ノッチ進めス イ ッチを操作しているかぎり ， このコイルの漏洩

(ろうえし、)磁束によって補助接点が開かれたまま保たれている

から 1 段ずつ制御段を進めるごとにノッチ進めスイッチを

L切1 にしなければ制御段を進めることができない。(沢野周一)

げんりゅうそうち 限流装置 (英) current limiter (1<]t) 

Strombegrenzer (仏) limitateur de courant 列11iが軌道回

路内に入り 11'制lで雨軌条が短絡され， だんだん送電端に近づく

と多くの電流が流れて，軌?益変圧号ままたは軌道電池をいためる

おそれがあるので，この電流を制限するとともに軌道総電総の

位相を調盟主して動作を円滑にするために，軌道変圧総または軌

道電池と νールの聞に軌道抵抗子または軌道 リ アクトルを使用

する。 m化区間では抵抗子， 汽車区間ではリア F ト ルがおもに

使用される。ーーム軌道抵抗子。軌道 リアク ト ル。(西沢毅)
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